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気象情報からのPVパネルパラメータ推定法の検討

A study of parameter estimation method for PV panel from weather

information
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　近年，エネルギー需要の低炭素化へ向けた動きが世界で加速していることから，太陽光発電システムの導入

が急速に進んでる．しかし，今後の太陽光発電システムの急速な普及に伴い，システム全体のメンテナンスに

要するコストが増加していくものと考えられる．そのことから，保守コストの増加を抑えるために，太陽光発

電システムの状態を遠隔的に同定する手法が今後必要となる．本研究では，気象情報を用いたPVパネルの等価

回路パラメータの推定法を提案するとともに，提案手法の数値シミュレーションによる検証を行った． 

 

　最初に，太陽光発電システムの数理モデルについて述べる．太陽光発電システムはPVパネルと電力変換シス

テムから構成され，PVパネルはダイオード，直列抵抗，並列抵抗を含んだ等価回路として表される．ショック

レーのダイオード方程式には指数関数が含まれており，PVパネルの等価回路モデルの電流電圧関係式はランベ

ルトW関数を用いて表すことができる．次に，電力変換システムとしてPVパネルに接続された昇圧チョッパ回

路を用いて蓄電池を充電するシステムを考え，電力変換システムの振舞いを局所時間平均化された状態空間モ

デルとして表す．PVパネルは理想電流源として取り扱うことはできず，PVパネルの出力電流は等価回路パラ

メータと気象条件に依存した電流電圧特性によって決定される．このことから， 電力変換システムは電力を

PVパネルから効率よく取り出すために昇圧チョッパ回路の内部にあるスイッチングデバイスの通流率の制御を

おこなっている．電力変換システムの最適動作点は最大電力点と呼ばれており，電力変換システムは最大電力

点において最大の電力をPVパネルから引き出すことができる．電圧に対する電力の変化を参照することで作動

点を最大電力点に追従させる制御方式は最大電力点追従（MPPT）制御と呼ばれ，多くのパワーコン

バーターで採用されるアルゴリズムである．MPPT制御で作動するシステムを電力変換システムのモデルとし

て考える． 

 

　次に，PVパネルのパラメータ推定について述べる．PVパネルの電力電圧特性は最大電力点において極値を

持つ．そのため，ランベルトW関数を含んだ電流電圧関係式の解析から，電力変換システムが最大電力点で作

動している条件下での拘束方程式が得られる．この拘束方程式に対して，気象条件と計測した電流電圧値の代

入を行うことで，PVパネルの未知パラメータを推定することができる． 

 

　最後に，数値シミュレーションにより提案手法の妥当性を確認する．
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